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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 視運動性眼振検査は，平衡機能検査の1つとして，特

に脳幹・小脳障害による動眼機能異常を客観的に記録検

出するために用いられている．しかしその異常の判定は

主に定性的であって，視運動性眼振（OKNと略す）を

定量的に分析することは未だ充分セこは行なわれていな

い．そこでOKNについての定量的分析の基礎的資料と

するために，正常反応とこれに影響すると考えられるい

くつかの因子について検討を加えた．

 研究方法

 刺激装置としてはOhm型回転ドラム（直径1m，高

さ。・8m，黒線条8本）を使用し，座位にて，20～120。／

sedの7段階の定速度視運動性刺激を与えた．眼球運動

は両眼窩外側繍こおいた表面電極によって，DC－ENGに

記録した．

 検査対象は正常者として，20歳代の14名および50歳代

の5名および視野異常をもつ3症例である．

 研究結果

 （1）OKN正常反応は以下の特徴をもつ．眼振頻度

はドラム・スピードが120。／secまで眼前を通過する線

条の頻度と一致する．眼振緩徐相速度は75。／secまでド

ラム・スピードと一i致し，120。／secのドラム・スピー

ドまで増加し続ける．眼振振幅はドラム・スピードが

20。／secの時39±7度で，ドラム・スピードが増すにつ

れて減少する．眼振第1打は，ドラムの回転方向に一致

した緩徐な動きであった．眼振振盤野は正中より急速相

方向に偏位する場合が多いが，視標注視の程度を強める

と，緩徐下側に寄る．

 （2）線条を‘‘目で追う検査”（look test）とドラム

を‘‘見つめる検査” （stare test）とを比較検討した結

果，定量：的分析のためセこは両者の混在を避けることが大

切で，‘‘目で追う検査”を基本とするべきであることが

わかった．

 （3）200までの側方注視ではOKN反応に特別の影

響を及ぼさない．

 （4）視運動性刺激用ドラムの線条数は，450間隔の

8本であっても30。間隔の12本であっても，刺激と反応

との量的関係において差異を認めない．

 （5） 20歳代の被験老より得たOKN正常値は，50歳

代の被験者にも適用できる．

 （6） 中心暗点として5度以内および求心性視野狭窄

として15度を残すまでの症例では，OKN緩徐相速度の

低下をおこすのみで，眼振数，眼振波形などには異常を

来たさなかった．

 しかし，視野が5度にまで狭窄した症例では，急速相

による新しい視標のキャヅチが円滑に行なわれないこと

に加えて，動く視標の追従が困難となり，saccadeによ

って補われるという特徴ある所見を示した．

 以上より，OKN検査の必要条件が明らかになると共

に，この眼振解発に際して網膜の5。～15。の部分が特に

大ぎな役割を果していることがわかった．
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論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は，その異常の判定が主として定性的に行なわれている視運動性眼振反応について正常反応

を定量的に分析することによってその性状を明らかにすると共に，視野異常を含めた種々の因子の本

反応に及ぼす影響に検討を加えたものであり，学術上価値ある論文と認める．
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